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専
修
大
学
松
戸
高
校

５０
年
の
あ
ゆ
み
刊
行

「
専
松
」の
愛
称
で
市
民

に
親
し
ま
れ
て
い
る
同
校

は
、
専
修
大
学
創
立
８０
周

年
記
念
事
業
の
一
環
と
し

て
創
設
さ
れ
た
。
昭
和
３４

年
４
月
の
入
学
式
は
神
田

校
舎
、
開
校
時
は
仮
校
舎

だ
っ
た
苦
難
の
時
代
か
ら

５０
年
、県
内
の
中
等
・
高
等

教
育
機
関
を
支
え
る
重
要

な
役
割
を
担
う
高
校
に
成

長
し
、
地
域
に
溶
け
こ
ん

で
い
く
様
子
と
、
次
代
を

担
う「
専
松
生
の
今
」が
記

さ
れ
て
い
る
。
創
立
５０
周

年
記
念
誌
刊
行
委
員
会
の

一
員
と
し
て
専
修
大
学
史

編
集
主
幹
の
青
木
美
智
男

元
文
学
部
教
授
が
執
筆
。

専
修
大
学
松
戸
高
校
創
立
５０

周
年
記
念
式
典
第
１
部
の
式
辞

で
富
山
尚
德
・
学
校
法
人
専
修

大
学
松
戸
高
校
理
事
長
は
「
昭

和
３４
年
に
松
戸
市
の
要
請
に
応

え
、
市
内
初
の
私
立
高
校
と
し

て
開
校
以
来
５０
年
、
地
域
社
会

に
溶
け
こ
む
教
育
を
実
践
し
て

き
ま
し
た
。
今
後
も
人
間
力
を

高
め
る
教
育
の
場
に
し
て
い
き

た
い
」、桝
谷
有
三
校
長
は
「
高

い
学
力
と
国
際
的
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
活
躍
で
き
る
人
材
を
輩
出

し
て
い
き
た
い
」
と
決
意
を
述

べ
た
。

来
賓
の
日
髙
義
博
専
修
大
学

理
事
長
・
学
長
が
「
高
校
は
正

し
い
価
値
観
や
世
界
観
を
身
に

つ
け
る
人
格
教
育
の
場
。
大
学

と
同
じ
建
学
の
精
神
で
学
ん
で

い
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
あ

り
、
今
後
も
連
携
関
係
を
大
切

に
し
て
い
き
た
い
」
と
祝
辞
を

述
べ
た
ほ
か
、
石
渡
哲
彦
千
葉

県
副
知
事
、
本
郷
谷
健
次
松
戸

市
長
ら
か
ら
、
さ
ら
な
る
飛
躍

を
期
待
す
る
祝
辞
が
寄
せ
ら
れ

た
。

地
図
で
読
み
解
く

松
戸
の
現
在
・
過
去
・
未
来

創
立
５０
周
年
記
念
企
画
と
し
て
「
地
図
で

読
み
解
く

松
戸
の
現
在
・
過
去
・
未
来
」

と
題
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
９
月
２０
日
、
松

戸
商
工
会
議
所
で
開
催
さ
れ
た
。
熊
木
洋
太

文
学
部
教
授
∥
写
真
左
∥
の
講
演
の
後
、
上

原
秀
明
文
学
部
教
授
、
福
島
義
和
文
学
部
教

授
ら
が
成
果
を
報
告
∥
写

真
上
。
約
１
２
０
人
が
地

域
の
変
遷
を
学
び
、
未
来

像
に
つ
い
て
考
え
た
。

大
学
院
公
開
講
座
は
、
現

在
の
日
本
が
抱
え
る
問
題
に

つ
い
て
、
本
学
教
員
ら
講
師

陣
が
研
究
者
の
視
点
か
ら
検

討
し
、
展
望
や
課
題
を
探

る
。
会
場
の
神
田
キ
ャ
ン
パ

ス
に
は
毎
回
熱
心
な
聴
講
者

が
訪
れ
て
い
る
。

１０
月
１
日
か
ら
２２
日
ま

で
、
全
４
回
行
わ
れ
た
Ｐ
Ａ

Ｒ
Ｔ
１
「
日
本
の
安
全
保
障

と
基
地
問
題
」
は
４
氏
が
講

演
。
第
１
回
は
佐
島
直
子
経

済
学
部
教
授
が
「
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
地
域
の
安
全
保
障
―

Ａ
Ｒ
Ｆ
の
現
状
と
課
題
―
」

と
題
し
、
日
本
を
取
り
巻
く

現
状
と
、
周
辺
地
域
で
設
け

ら
れ
て
い
る
安
全
保
障
シ
ス

テ
ム
を
解
説
。
「
領
土
問

題
、
テ
ロ
な
ど
の
新
た
な
脅

威
に
対
し
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地

域
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
は
じ
め
と

し
た
既
存
の
シ
ス
テ
ム
を
活

用
し
て
い
く
こ
と
が
現
状
で

は
ベ
ス
ト
で
あ
る
」
と
論
じ

た
。１１

月
１２
日
か
ら
は
Ｐ
Ａ
Ｒ

Ｔ
２
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ

ネ
ス
の
課
題
と
展
望
」
が
ス

タ
ー
ト
（
毎
週
金
曜
、
１２
月

３
日
ま
で
）
。
神
原
理
商
学

研
究
科
教
授
、
加
藤
茂
夫
経

営
学
研
究
科
教
授
ら
４
氏
が

子
育
て
支
援
や
環
境
保
全
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
・
経
済

的
課
題
に
取
り
組
む
事
業
活

動
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ

ス
」
が
十
分
に
成
果
を
発
揮

す
る
た
め
の
課
題
を
検
討
す

る
。
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
。

大
学
院
事
務
課
☎
０３

（
３
２
６
５
）６
５
６
８

今
年
は
平
城
京
遷
都
１

３
０
０
年
に
あ
た
る
。
毎

年
好
評
の
エ
ク
ス
テ
ン
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
公
開
講
座

「
歴
史
を
紐
と
く
」は「
平

城
京
」
を
共
通
テ
ー
マ
に

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
６
講

座
が
開
か
れ
た
。
市
民
ら

５
０
０
人
が
毎
回
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
い
た
。

１０
月
２
日
は
、
荒
木
敏

夫
文
学
部
教
授
が
「
飛
鳥

京
と
平
城
京
」
を
テ
ー
マ

に
遷
都
の
歴
史
的
意
義
を

解
説
。
荒
木
教
授

は
「
歴
史
の
痕
跡

を
た
ど
る
と
７
世

紀
の
遺
産
は
８
世

紀
に
そ
の
ま
ま
受

け
継
が
れ
た
の
で

は
な
く
意
図
的
に

断
絶
し
た
と
思
わ

れ
る
部
分
が
あ
り



文
化
の
取
捨
選

択
�
が
行
わ
れ
て

き
た
こ
と
が
分
か

る
」
と
語
っ
た
。

続
い
て
矢
野
建

一
文
学
部
教
授
が

「
平
城
京
と
市
の
風
景
」

と
題
し
、
古
代
の
人
々
が

市
を
ど
の
よ
う
に
構
成
し

て
き
た
の
か
、
日
本
書
紀

を
ひ
も
と
き
、
交
易
だ
け

で
は
な
く
多
彩
な
役
割
を

担
っ
て
い
た
平
城
京
の
市

の
様
子
を
語
っ
た
。お

う

い

こ
ん

１０
月
９
日
は
、
王
維
坤

客
員
教
授
（
西
北
大
学
文

化
遺
産
学
院
教
授
、
西
北

大
学
日
本
文
化
研
究
セ
ン

タ
ー
主
任
）
が
「
長
安
京

と
平
城
京
」
と
題

し
講
演
し
た
。
隋

唐
の
長
安
城
と
平

城
京
の
通
り
や
坊

の
配
置
、
大
き
さ

な
ど
を
比
較
し
、

平
城
京
に
は
長
安

城
を
模
倣
し
た
と

思
わ
れ
る
部
分
が

多
く
見
ら
れ
る
と

解
説
し
た
。

そ
の
他
の
講
師
と
テ
ー

マ
は
次
の
通
り
。

▼
１０
／
９
∥
田
中
禎
昭
文

学
部
非
常
勤
講
師
・
す
み

だ
郷
土
文
化
資
料
館
学
芸

委
員
「
平
城
京
の
軍
楽

隊
」
▼
１０
／
２３
∥
土
生
田

純
之
文
学
部
教
授
「
長
屋

王
家
の
く
ら
し
」
、
高
久

健
二
同
教
授
「
古
代
朝
鮮

の
都
を
探
る
」

９
月
か
ら
１１
月
に

か
け
て
付
属
高
校
や

高
大
連
携
協
定
校
と

の
連
絡
活
動
が
行
わ

れ
て
い
る
。
こ
の
ほ

か
１１
月
４
日
に
は
、

神
奈
川
総
合
高
校
で

寺
尾
格
経
済
学
部
教

授
が
「
ド
イ
ツ
語

Ⅱ
」
の
特
別
授
業
で

講
師
を
務
め
た
。

広
瀬
裕
子
法
学
部
教
授

（
教
育
行
政
学
）
の
著
書

『
イ
ギ
リ
ス
の
性
教
育
政

策
史

自
由
化
の
影
と
国

家
「
介
入
」
』
（
勁
草
書

房
）
が
「
特
に
優
れ
た
教

育

行

政

研

究
」
に
与
え

ら
れ
る
日
本

教
育
行
政
学

会
賞
を
受
賞

し
た
。
１０
月
２
日
、
筑
波

大
学
で
開
催
さ
れ
た
日
本

教
育
行
政
学
会
第
４５
回
大

会
の
席
上
、
授
賞
式
が
行

わ
れ
た
。

同
書
は
サ
ッ
チ
ャ
ー
政

権
下
で
具
体
化
し
た
性
教

育
義
務
必
修
化
政
策
の
形

成
過
程
を
壮
大
な
ス
ケ
ー

ル
で
描
き
な
が
ら
、
国
家

に
よ
る
私
的
領
域
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
と
い
う
近
代
原

則
で
は
説
明
で
き
な
い
パ

タ
ー
ン
の
政

策
の
登
場
を

浮
き
彫
り
に

し
た
。
と
同

時

に

そ

れ

が
、
自
由
と
価
値
の
多
元

化
が
広
ま
る
成
熟
し
た
近

代
の
宿
命
で
あ
る
こ
と
を

も
示
し
た
。

「
性
」
を
教
育
政
策
の

領
域
で
扱
っ
た
異
色
作
で

も
あ
る
。

本
書
は
、
会
計
原
則
が
確
立

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
１９
世
紀
前

半
か
ら
中
頃
の
イ
ギ
リ
ス
に
お

い
て
、
当
時
の
経
済
社
会
に
大

き
な
影
響
力
を
有
し
て
い
た
鉄

道
会
社
の
会
計
実
務
に
注
目
す

る
。特

に
鉄
道
会
社
の
資
本
調
達

と
そ
れ
に
伴
う
配
当
金
の
財
源

確
保
と
い
う
財
務
問
題
が
、
次

第
に
経
営
者
に
よ
っ
て
認
識
さ

れ
つ
つ
あ
っ
た
発
生
主
義
会
計

の
あ
り
方
に
ど
の
よ
う
に
影
響

を
与
え
た
の
か
に
つ
い
て
、
合

併
を
通
じ
て
よ
り
大
き
な
鉄
道

会
社
（
ロ
ン
ド
ン
・
ノ
ー
ス
ウ

ェ
ス
タ
ン
鉄
道
会
社
）
が
誕
生

し
発
展
を
す
る
過
程
と
関
係
付

け
な
が
ら
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

本
書
に
お
け
る
考
察
の
基
本

は
、
鉄
道
会
社
が
公
表
し
た
取

締
役
報
告
書
に
お
け
る
記
述
と

そ
こ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
各
種

の
会
計
報
告
書
の
徹
底
的
な
分

析
に
あ
る
。
（
国
元
書
房
・
本

体
３
１
０
０
円
＋
税
）

著
者
（
さ
さ
き
・
し
げ
と
）

∥
商
学
部
教
授
。
担
当
は
会
計

史
、
簿
記
論
Ⅰ
・
Ⅱ
。

日
本
の
企
業
の
情
報
シ
ス
テ

ム
化
は
１
９
５
０
年
代
に
始
ま

り
、
現
在
の
経
営
深
部
ま
で
Ｉ

Ｔ
が
組
み
込
ま
れ
た
Ｉ
Ｔ
経
営

の
実
践
ま
で
、
す
で
に
５０
年
以

上
が
経
過
し
て
い
る
。
そ
の

間
、
情
報
シ
ス
テ
ム
は
業
務
の

合
理
化
、
経
営
の
迅
速
化
・
高

度
化
、
経
営
戦
略
の
形
成
や
新

た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
を
図
り

な
が
ら
経
済
成
長
を
支
え
て
き

た
。本

書
は
、
経
営
情
報
学
会
情

報
シ
ス
テ
ム
発
展
史
特
設
研
究

部
会
の
２
年
間
に
わ
た
る
研
究

成
果
。
過
去
の
貴
重
な
情
報
シ

ス
テ
ム
発
展
の
歴
史
を
研
究

し
、
先
達
が
築
い
て
き
た
経
験

と
知
恵
を
継
承
し
て
今
後
の
Ｉ

Ｔ
経
営
や
情
報
シ
ス
テ
ム
化
の

推
進
、
人
材
育
成
に
役
立
て
よ

う
と
企
画
さ
れ
た
も
の
。

同
研
究
部
会
の
幹
事
を
務
め

る
内
野
明
商
学
部
長
（
経
営
数

学
な
ど
担
当
）
が
総
合
編
と
流

通
業
編
を
担
当
し
て
い
る
。（
専

大
出
版
局
・
各
本
体
２
８
０
０

円
＋
税
）

大
学
院
商
学
研
究
科
・
東
京
信
用
保
証
協
会
共
同
公
開
講

座「
中
小
企
業
経
営
の
国
際
戦
略
」

▼
日
時

１２
月
４
日
（
土
）
１３
時
▼
場
所

神
田
キ
ャ
ン

パ
ス

※
本
学
学
生
・
大
学
院
生
は
大
学
院
事
務
課
に
申

し
込
み
を
。

社
会
知
性
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
／
社
会
関
係
資
本
研
究
セ

ン
タ
ー
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
安
心
・
安
全
社
会
へ
の
視
座

と
課
題
―
日
本
・
ア
ジ
ア
・
欧
米
の
対
比
を
通
し
て
―
」

▼
日
時

１２
月
１１
日
（
土
）
１４
時
▼
場
所

神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
▼
神
野
直
彦
・
東
京
大
学
名
誉
教
授
に
よ
る
基
調
講

演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

□問
社
会
知
性
開
発
研

究
セ
ン
タ
ー
☎
０４４
（
９１１
）
１
３
４
７

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
公
開
講
座

広
瀬

裕
子
法
学
部
教
授
著

松戸市初の私立高校として開校

▲ 桝谷校長が姉妹校の提携を結

んだサウスウエスト高校のロ

ブ・スローソン校長らを紹介

▲ 矢野建一教授と王維坤客

員教授

近
代
イ
ギ
リ
ス

鉄
道
会

計

史

ロ
ン
ド
ン
・
ノ
ー
ス
ウ
ェ
ス
タ
ン

鉄
道
会
社
を
中
心
に

「
日
本
教
育
行
政
学
会
賞
」を
受
賞

▲ 荒木敏夫教授の講演

佐
々
木
重
人
著

遷 都
１３００年

「
明
日
の
Ｉ
Ｔ
経
営
の
た
め
の

情
報
シ
ス
テ
ム
発
展
史
」

シ
リ
ー
ズ
全
４
巻

▶

祝
辞
を
述
べ
る
日
髙
理
事
長

総
合
編
・
製
造
業
編
・

流
通
業
編
・
金
融
業
編

●
県
立
座
間
総
合
高
校

●
都

立

成

瀬

高

校

「
大
学
院
公
開
講
座
」開
催
中

１１／８＝外国籍生徒と本学留学生

とのランチミーティングを初開催

９／２５＝１年生２８０人が１日体験

入学

本学教員ら講師陣が

ホットな話題を分析

▲ 「安全保障」の定義につい

て説明する佐島教授
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１１／９＝１年生２７６人が１日体験

入学

１０／８＝１年生２４０人が１日体験

入学

９／１７＝専大附属高で「Hi・Yo・Ko

の会」が「先輩と語る会」を開催
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